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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はわが国をはじめコメを主食とする国民にとって最も重要な農作物である水稲の解糖系酵

素の一つF醐ctose－1，6－b量sphosphate　a1do1ase〔E．C．いい2宙13〕（以下アルドラーゼと

略す）に関する研究である。その内容はつぎの4編から成っている。

　第ヱ編「水稲種子発芽時におけるA玉do玉aseの挙動」に関する研究においては、発芽前後における

アルドラーゼ活性の変化を検討している。アルドラーゼ活性は発芽初期に一時的に減少するもののヨ

再び増加．して発芽後3日目で最高値に達しラその後次第に減少することを明らかにした。またポリ

アクリルアミドディスク電気泳動およびその活性染色により雪デルドラーゼの多様性を調べた結果ヨ

発芽前の胚1ぬか層部と胚乳部ヨ発芽後の根部と葉部とではそれぞれヨ活性染色バンドの本数なら

びに相対移動度が異なり，したがって水稲の発芽には多様なアルドラーゼが関与していることを推

論している。またラ発芽時の糖代謝に関与するα一アミラーゼの生成は植物ホルモンの一種であるジ

ベレリンによって促進されることが知られているがラアルドラーゼはジベレリンの影響をうけない

ことを明らかにしている。

　第2編「水稲種子胚画ぬか層よりの酵素の精製」においては亨アルドラーゼ活性が高く争かつ多

量の処理が容易な胚1ぬか層を用いて本酵素の精製と結晶化を行なっている。一20℃で保存した水稲

種子胚1ぬか層をトリス塩酸緩衝液（pH7．4）で抽出しヨこれを硫安飽和度45～55％で分画した。

この画分をさらにDEAE一セルロースカラムヨセファデツクスG－200によるゲル濾過雪ホスホ
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セルロースカラム処理後硫安65％飽和のもとでアルドラーゼの針状結晶を得た。このものはポリア

クリルアミドディスク電気泳動法で単一バンドを示しヨ超遠心分析で平衡遠心法によるF由geの変

位量の対数と回転半径の二乗とが直線性を示すことから、単一の蛋白質であることを確認している。

　第3編「結晶酵素の酵素化学的性質」においてはラ本酵素の性質を検討しており、ミカエリス定

数ヨ最適pH，安定pH域，熱安定性等を求めヨまた等電点pH7．9ラ分子量約160，000、偏比容O．74

C雇であることを明らかにした。

　第4編「A豆dolaseの反応機構」においてはヨここに得られた水稲アルドラーゼの活性中心を、他

起源のアルドラーゼのそれと比較しながら検討しており、その結果。水稲アルドラーゼもリジンが

活性中心であることを示唆している。これと同時に他の植物起源およびウサギ骨格筋のアルドラー

ゼで活性に関与するC末端アミノ酸（チロシン）は水稲アルドラーゼでは関与しないことを明らか

にし、水稲アルドラーゼとしての特徴も認められることを示している。

審　　査　　の　　要　　旨

　植物界におけるアルドラーゼは種子の発芽過程に関与しておりヨまた光合成におけるC○・固定過

程にも関与するなど植物生理上重要な酵素の一つであり冒従来からホウレンソウその他で多くの研

究がなされてきた。しかしながらヨ動物アルドラーゼにくらべて精製が困難でありヨこれまで結晶

化された例はない。本論文は植物では初めて結晶化を行なっており，また結晶酵素の性質を解明し

ているなど、植物アルドラーゼの研究に画期的な進歩をもたらしたものといえる。

　またヨわが国をはじめコメを主食とする国民にとって重要な作物である水稲を研究対象としてい

ることも意義深いものと考えられる。

　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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